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１ はじめに 

 

 令和８年第１回伊達市議会定例会の開会に当たり、教育行政の執行に

関する主要な方針につきまして申し上げます。 

 

教育は、子どもたち一人ひとりの可能性を引き出し、地域社会の持続

的な発展を支える重要な基盤です。変化が激しく、先行きが不透明な時

代においては、自ら考え、他者と協働しながら課題を解決する力、そし

て、多様性を尊重し、社会に参画する力を育む教育がこれまで以上に求

められております。 

 

このような中、国においては「誰一人取り残されない教育の実現」を

基本理念に掲げ、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実、ＧＩ

ＧＡスクール構想の深化、不登校や特別な支援を必要とする子どもへの

支援の強化、教職員の働き方改革などを柱とした教育改革が進められて

おります。また、北海道においても、地域の特性を生かした学びと子ど

もたちの多様な可能性を伸ばす教育の推進が示されております。 

 

本市においては、国や北海道の動向を踏まえつつ、地域に根ざした教

育の充実を図って参ります。北黄金貝塚をはじめとする貴重な歴史遺産､

武家文化や自然、伝統行事など、本市が有する多様な地域資源は、子ど

もたちがふるさとに誇りを持ち、自らの学びを深めるための重要な教育

資源であります。学校教育を核としながら、社会教育施設や地域団体と

の連携を強化し、学校の枠を超えた学びの場を広げて参ります。 

 

教育は、子どもたちの成長を支えると同時に、地域の未来を形づくる

営みでもあります。学校教育、社会教育、歴史・文化芸術、スポーツと

いった多様な学びを通じて子どもたちが地域とのつながりを実感し、主
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体的に社会と関わる力を育むことは、地域の活力や絆の醸成につながり

ます。 

 

本市は、子どもたち一人ひとりが自らの学びに意味を見出し、夢や希

望を持って未来に向かって歩むことができる教育を目指して参ります。

地域とともに育つ教育環境の充実を図り、子どもたちと地域社会が相互

に支え合い、成長していく教育行政を推進して参ります。 
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２ 教育行政に臨む基本姿勢 

 

 ここで、今後の教育行政に臨む基本姿勢につきまして申し上げます。 

 

本市の教育行政は、誰一人取り残さない学びの保障を基本とし、子ど

も一人ひとりが多様な個性や可能性を発揮し、社会の中で自立し、協働

できる力を育むことを最大の使命といたします。その実現に向け、学校

教育、社会教育、歴史・文化芸術、スポーツの四つの分野を相互に連動

させ、地域全体で子どもたちの成長を支える教育環境の充実を図って参

ります。 

 

学校教育におきましては、確かな学力の定着を基盤としながら、主体

的・対話的で深い学びの実現を目指して参ります。ＩＣＴを効果的に活

用し、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に進めることで、子ども

たちが自ら考え、表現し、学び続ける力を育成して参ります。 

 

また、不登校や学習・生活上の困難を抱える子どもたちへの支援を一

層強化し、校内教育支援センターの整備や関係機関との連携を進めると

ともに、メタバース等を活用したオンライン学習環境の整備により、子

どもたちが安心して学びに参加できる多様な選択肢を確保して参ります｡ 

 

新たに整備する市立図書館と学校図書館との連携を深め、読書活動や

探究的な学習を通じた情報活用能力の育成を図って参ります。併せて、

本市独自の地域学習「だて学」を更に充実させ、地域の歴史・文化・自

然を題材とした探究的な学びを通じて、ふるさとへの理解と誇りを育ん

で参ります。 

 



 - 4 - 

更に、教職員が子どもたち一人ひとりに向き合う時間を確保できるよ

う、業務の効率化や支援体制の整備を進め、働き方改革の推進に取り組

んで参ります。 

 

社会教育におきましては、誰もが生涯にわたり学べる環境の整備を進

めて参ります。新たに整備する市立図書館は、地域の学びと交流の中心

として位置付け、市民一人ひとりが知識や経験を深める場として活用し

て参ります。図書館と既存の社会教育施設等が連携し、子どもから高齢

者まで幅広い世代が学び合う機会を提供することで、地域全体で知識や

文化を共有する社会を目指して参ります。 

また、地域資源を活かした市民活動やボランティア、講座やイベント

の開催、ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）事業等、学び

を通じた地域の活性化も促進して参ります。 

 

歴史・文化芸術の振興は、子どもたちの感性を育み、地域の誇りを次

世代に継承する上で不可欠であります。本市は豊かな地域資源に恵まれ

ており、これを子どもたちに伝承することを最優先に位置付けておりま

す。伝統行事や地域固有の文化、自然環境を教育の中に取り入れ、体験

型学習や創作活動を通じて、地域に根ざした文化や芸術の理解を深めて

参ります。この取組により、子どもたちが地域の価値を体感し、自らの

学びと結びつけることで、地域愛や文化への関心を高め、創造性豊かな

人材の育成につなげて参ります。加えて、市民との連携を強化し、地域

全体で文化芸術を育む土壌を整えることも重視して参ります。 

 

スポーツにおきましては、子どもから高齢者まで幅広い世代が、健康

で生き生きと暮らせる環境づくりを進めて参ります。特に、中学校部活

動を地域クラブやスポーツ団体と連携し、地域展開を進めることで、子

どもたちの運動機会を拡充するとともに、地域住民との交流や協力の場
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として活用して参ります。こうした取組は、体力向上や協調性、挑戦す

る力を育むだけでなく、健康長寿社会の実現や地域コミュニティの活性

化にも寄与いたします。また、スポーツイベントや大会の開催を通じて､

地域経済や地域文化の振興にもつなげて参ります。 

 

このように、本市の教育行政は、学校教育、社会教育、歴史・文化芸

術、スポーツの四つの柱を通じて、子どもたち一人ひとりの成長と地域

全体の発展を両立させることを基本姿勢としております。子どもたちが

多様な経験を通じて自己を発見し、社会で活躍できる力を身に付けるこ

とは、地域の持続的な発展に直結いたします。 

今後も教育現場や地域の声に耳を傾け、必要な施策を着実に実行し、

子どもたちの未来を支える教育環境の充実に取り組んで参ります。 
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３ 推進項目 

 

 それでは、令和８年度の推進項目と主要な施策につきまして申し上げ

ます｡ 

 

（１） 学校教育 

 

 第一は、学校教育についてであります。 

 

 社会を生き抜く力を育む教育の推進 

 

現代は、急速に変化し、予測困難な社会といわれる時代であります。

児童生徒はこうした社会で主体的に判断し、課題を解決していく力を育

むことが求められております。そのため、本市ではＩＣＴや生成ＡＩな

どの最新技術を活用した学習活動を積極的に取り入れ、情報を収集・分

析し、多角的に考える力や問題解決力を養う教育環境を整えて参ります｡

これにより、児童生徒は変化する社会の中で自らの将来や学び方を考え､

主体性を身に付け、行動に移すことができるようになると期待されます｡ 

また、児童生徒が地域や社会とのつながりを実感しながら学ぶことも

重要であります。地元の歴史や文化、地域資源について学ぶ「だて学」

を通じて地域との関わりを深めるとともに、チームで課題を発見し、解

決する力や考え抜く力、他者と協働する力など、将来、社会で必要とな

る基礎的な力を育む教育活動を推進して参ります。 

更に、持続可能な社会の実現に向け、ＳＤＧｓの理念に沿った教育活

動も充実させて参ります。児童生徒が地球規模の課題を自分ごととして

捉え、地域の身近な課題とつなげながら行動できる力を育むことは、教

育の質の向上に欠かすことはできません。教科等の学習と関連付け、地

域資源や社会教育施設と連携した実践的な学習活動を通じ、ＩＣＴや生
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成ＡＩの活用も取り入れながら、地域の将来を担う人材の育成につなげ

て参ります。 

 

確かな学力の育成につきましては、変化の著しい社会にあって、児童

生徒一人ひとりが個性を発揮し、未来を切り拓き、直面する課題を乗り

越える能力を育むことが求められております。 

その根幹となる確かな学力の向上を目指して、「全国学力・学習状況

調査」や「伊達市学力テスト」等の分析により各校の課題を明確にし、

学力学習改善プランを立て、指導方法等の工夫改善を行い、基礎的・基

本的な知識・技能の確実な定着と、それらを活用できる力を育んで参り

ます。 

学校図書館は、学習活動を支える重要な教育資源であり、児童生徒の

主体的・探究的な学びを促進するものですが、更なる活用促進に向けて

改善の余地もあります。市立図書館の新館開館という節目の年を迎える

ことを契機として、地域全体で「読む・学ぶ・つながる」文化を支える

体制を整えるため、学校図書館の機能強化を図り、専門性を持つ学校図

書館司書を常勤・巡回で配置するなど、読書活動の充実や学習支援の強

化について、学校現場と協力して取り組んで参ります。 

 

特別支援教育の充実につきましては、障がいのある子どもたち一人ひ

とりの教育的ニーズに応じた教育の場を提供することを目指し、自立や

社会参加に向け、北海道伊達高等養護学校や市の関係機関と連携を図る

とともに、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」の作成・活

用を通して、長期的な視点で教育的支援を行うなど、継続した支援を行

って参ります。 

また、特別支援教育支援員、介護員の適切な配置や、中学校に新たに

通級指導教室を開設するなど、学校と連携を図りながら、児童生徒個々

の教育的ニーズに応じたきめ細かな支援を行って参ります。 
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国際理解教育の推進につきましては、外国語学習の特質を踏まえ、児

童生徒が外国語に多く触れ、実際のコミュニケーションに基づいて学習

が進められることや、自国と他国の文化や多様性について理解できるこ

とが重要であります。学校教育では、外国語教育の充実・改善を進める

とともに、外国語指導助手を学校へ派遣し、外国語を用いた対話や外国

の文化・習慣に触れる機会の充実を図って参ります。 

 

情報教育の充実につきましては、本市における１人１台端末は、令和

３年度に導入し、令和７年度をもって使用開始から５年を経過すること

から、更新時期を迎えております。児童生徒が主体的に学び、情報活用

能力を育成するためには、安定したＩＣＴ環境の維持と進化が不可欠で

あります。このため、端末の更新を行うとともに、令和７年度に実施し

たネットワークアセスメントの結果を踏まえ、各校における情報機器の

更新・増設及びアクセスポイントの配置改善を進めて参ります。 

併せて、電子黒板の導入を進め、教室における視覚的・対話的な学習

を強化して参ります。これにより、児童生徒がデジタル教材やオンライ

ン学習を効果的に活用し、主体的・対話的で深い学びを実現できる教育

環境の整備を推進して参ります。 

 

キャリア教育の充実につきましては、児童生徒が地域や社会との関わ

りの中で学ぶことの意義を実感し、自らの将来について主体的に考える

力を育成するため、各学校における取組の一層の充実を図って参ります｡ 

本市の豊かな自然や歴史、文化、産業などの地域資源を生かした「だ

て学」を通して、地域で暮らし働く人々の姿や思いに触れる学習を推進

し、児童生徒が自分自身の生き方や進路を具体的に思い描くことができ

るよう支援して参ります。 

とりわけ、全国と比較して「将来の夢や目標を持っている」と回答す

る児童生徒の割合が低い状況を踏まえ、学ぶことと将来とのつながりを
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意識した教育活動の充実を図り、自己理解や社会理解を深めながら、将

来に希望を持って学び続けようとする意欲の醸成に努めて参ります。 

 

環境教育の充実につきましては、児童生徒が自然や地域の環境に親し

み、持続可能な社会の一員としての自覚を育むことができるよう、学校

における教育活動の充実を図って参ります。 

併せて、地域をフィールドとした学習である「だて学」を通して、地

域の環境や生態系に触れる学習を推進し、環境保全や資源の大切さにつ

いて理解を深めるとともに、ＳＤＧｓの視点を踏まえた持続可能な社会

づくりの意義を体感できる教育を展開して参ります。 

更に、家庭や地域、関係機関と連携し、児童生徒が自ら考え、行動す

る力を養い、地域全体で環境意識を高める取組を推進して参ります。 

 

安全・防災教育の充実につきましては、児童生徒が自然災害や緊急事

態に適切に対応できる力を身に付けることを最優先に、学校全体での教

育環境の整備を進めて参ります。 

具体には、有珠山噴火や津波等の自然災害を想定した学校の危機管理

マニュアルを定期的に見直し、最新の情報や地域の実情を反映させるこ

とで、実効性のある体制づくりを図って参ります。また、地域の消防、

自治会、防災関係機関と連携し、避難訓練や災害対応訓練などの実践的

な学習活動を計画的に実施し、児童生徒が自らの安全を考え行動できる

力を養って参ります。 

更に、交通安全教育、自転車などの安全な利用に関する指導や、防犯

に関する学習活動を通じて、児童生徒が地域社会の一員として自律的に

安全を意識し、判断・行動できる力を育むことにも努めて参ります。こ

れらの取組は、日常の学びと災害・事故に備えた体験学習を組み合わせ

ることで、児童生徒の安全に関する意識の定着と実践力向上につなげて

参ります。 
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豊かな心を育む教育の推進 

 

道徳教育の充実につきましては、いじめはどの子どもにも、どの学校

にも起こりうるとの認識のもと、学校、家庭、地域が連携し、児童生徒

が主体となる取組を通して、いじめをしない、見逃さない、許さない指

導のため、教職員のみならず児童生徒の意識醸成にも努めて参ります。 

また、「子どもたちをいじめの被害者・加害者・観衆・傍観者にしな

い」観点から、伊達市いじめ防止基本方針に基づき、引き続き教育相談

やアンケート調査、「児童生徒の心身健康チェックシート『ＫＯＫＯＫ

ＡＲＡ』」の活用により児童生徒の変化や状況を把握し、いじめの未然

防止、早期発見及び早期対応に努めて参ります。 

 

生徒指導・教育相談の充実につきましては、不登校が依然として減少

していない状況を重く受け止め、児童生徒一人ひとりが学びや社会との

つながりを失うことのないよう、個々の状況に応じた支援の充実を図っ

て参ります。不登校対策におきましては、個々の児童生徒に合った支援

策を策定し、学校を中心として組織的・計画的に支援していくことが重

要であります。各校における支援策を基盤として、学校と教育委員会が

連携し、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー、不登校

児童生徒サポートハウス「こどもの国フェニックス」を活用した取組の

充実を図って参ります。 

また、令和８年度からは、中学校に校内教育支援センターを設置し、

安心して登校したり、学習に取り組んだりすることができる多様な学び

の場を確保するとともに、登校が難しい児童生徒に対する新たな支援の

在り方として、メタバースを活用した学習支援についても検討を進めて

参ります。 

併せて、通級指導や学校図書館を活用した居場所づくりなど、複数の

施策を組み合わせた支援を通して、子どもたちが学びの場につながるこ
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とを目指し、継続的な取組を進めて参ります。 

  

健やかな体を育む教育の推進 

 

体力・運動能力の向上につきましては、「全国体力・運動能力調査」

などの結果を踏まえ、児童生徒が運動の楽しさを実感し、生涯にわたっ

て体を動かすことにつながる取組を推進して参ります。 

保健体育科の授業を中心に、運動への意欲を高める指導の工夫を図る

とともに、部活動の地域展開の動きとも連動し、学校内外で多様な運動

の機会を確保することで、日常的な運動習慣の定着と、将来の健康づく

りにつながる体力・運動能力の向上を目指して参ります。 

 

食育・健康教育の推進につきましては、児童生徒が給食を通して栄養

バランスや健康維持の知識を学び、望ましい食習慣を身に付けることが

できる重要な教育活動と位置付けております。日本の学校給食は、単に

食事を共にする場ではなく、科学的根拠に基づいた栄養指導や生活習慣

教育が組み込まれた教育プログラムであり、児童生徒が健康的な食生活

の基礎を身に付ける場として大きな役割を果たしております。国の施策

として見込まれる「学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる給食無償

化)｣や市が実施する「学校給食費保護者負担支援事業」を踏まえ、安全 

・安心な給食提供の環境整備にも取り組んで参ります。 

学校におきましては、栄養教諭の派遣や家庭科・保健体育科の学習、

給食時間を通じて、児童生徒一人ひとりが栄養や健康への理解を深める

とともに、食事のマナーや生活習慣を身に付けられるよう、主体的かつ

計画的な指導を推進して参ります。また、食材による誤嚥事故の防止や､

安全・安心な食生活の定着に向けた取組も継続して実施いたします。 

更に、だて歴史の杜食育センターなどの地域資源を活用し、学校、家

庭、地域が連携した食育・健康教育の充実を図って参ります。児童生徒
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だけでなく、市民全体の健康増進に資する活動を推進し、学校での学び

と地域・家庭での生活が一体となった教育としての食育の充実を目指し

て参ります。 

 

 地域とともにある学校づくりの推進 

 

地域総がかりの教育の推進につきましては、コミュニティ・スクール

の導入に伴い、学校の経営方針や教育実践などについて学校運営協議会

において審議するとともに、地域住民や保護者が学校運営に参画し、学

校が地域と一体となって子どもたちを育み、地域総がかりの教育と学校

を拠点とした地域づくりを図って参ります。 

また、学校運営協議会委員の資質・能力の向上及び各校の学校運営協

議会の情報交換を目的とした研修会を実施して参ります。 

 

ふるさと創生教育の推進につきましては、「だて学」として、子ども

たちが地域の歴史や文化等に触れることは、豊かな情操を育むうえで重

要であることから、地域の伝統芸能等に携わる人材や関係団体、学校及

びだて歴史文化ミュージアムとの連携や姉妹都市等との学習交流を通し

て、子どもたちが郷土の歴史や文化を継承・発展させ、新しい価値観を

創出できる取組の充実を図って参ります。 

 

異校種間連携・接続の推進につきましては、小学校体験入学や中学校

区を基本とした児童生徒交流に加え、教育課程の接続や児童生徒に関す

る引継ぎ、指導方法に関する研修会の実施により、教育活動の円滑な接

続を図って参ります。 

 

幼児教育の充実につきましては、幼児期の学びが将来の成長の基盤と

なることを踏まえ、幼保小連携や小学校との交流などを通じて、幼児の
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学びや生活を支える環境づくりの充実を図って参ります。 

家庭や地域と連携し、幼児が安心して学び、豊かに育つことができる

取組を推進して参ります。 

 

教職員の資質・能力の向上につきましては、学校組織全体が質の高い

教育を提供するうえで不可欠であり、教職員が専門性を高め続けるため

の環境整備を一層進めて参ります。 

教職員が研修や日常の学び合いを通じて指導力や課題対応力を高める

ことは、重要な視点であり、各校での校内研修や外部研修の機会を活用

し、資質・能力向上を支援して参ります。 

また、部活動の地域展開や校務支援システムの活用などによる働き方

改革を推進し、教職員が子どもたちと向き合う時間を確保する取組を強

化して参ります。このような環境整備を通じて、児童生徒一人ひとりの

学びを深める授業改善や心身の育成に向き合える体制を整え、学校教育

の一層の充実を図って参ります。 

 

信頼される教育環境の整備 

 

学校施設・設備の充実につきましては、「大滝徳舜瞥学校校舎等照明

設備改修事業」や「光陵中学校体育館床改修事業」等、伊達市学校施設

長寿命化計画に基づいた施設・設備の改修や維持管理を行うことで、安

全・安心な教育環境の確保に努めて参ります。 

 

校外安全対策の充実につきましては、児童生徒が通学時や地域で安全 

・安心に行動できる環境の整備を重視いたします。 

具体には、関係機関で構成する登下校安全対策推進会議において通学

路の危険箇所の現地確認を行い、必要な安全対策や改善策を検討し、そ

の結果をもとに、保護者、学校及び警察と連携して安全対策を継続的に
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実施するとともに、地域住民の協力による見守り活動を強化して参りま

す。 

特に、スクールガードリーダーや地域の見守り活動団体と協力し、児

童生徒の登下校時の安全確保を図るとともに、危険箇所の改善要望や地

域安全情報を共有する仕組みを整備して参ります。こうした取組は、地

域全体で児童生徒を支える環境を形成するとともに、児童生徒が安心し

て日常生活を送る基盤となるものであります。 

 

学校再編等の推進につきましては、学校再編は、当分の間、予定して

おりません。 

ただし、将来的には、学校区ごとの年齢別人口の推移等により学級数

の確保が難しい場合には、学校再編等を検討する可能性がございます。

その際は、地域の皆さまのご意見を十分にお聞きし、児童生徒にとって

最適な教育環境の確保に努めて参ります。 

 

高等学校教育等との連携・支援につきましては、北海道伊達開来高等

学校及び北海道伊達高等養護学校の教科指導やキャリア教育、小中高一

貫で取り組む「だて学」に関する取組を支援し、高校生の学びを応援す

ることで、本市全体の学校教育への関心や学びの機運を醸成して参りま

す。 

加えて、図書館や文化施設、社会教育施設と連携し、学習環境の充実

や主体的・協働的に学ぶ力の育成に向けた取組を後押しして参ります。 
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（２） 社会教育 

 

 第二は、社会教育についてであります。 

 

ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

 

 こころとふるさと意識を育む体験活動の推進につきましては、「だて

学」などを通して、地元愛に根ざした地域創生の原動力となる「伊達プ

ライド」を持った「伊達人」を育成するとともに、青少年の新たな価値

を生み出す資質・能力を育んで参ります。 

交流活動を通じた地域づくりに参加する人材の育成につきましては、

次代を担う青少年が、多様な体験や幅広い世代との交流を通して、創造

性や協調性等を養い、夢や目標を持って健やかに成長できるよう、市民

団体と協力して青少年教育事業の充実を図って参ります。 

 更に、地域のリーダー育成を目指し、青少年に対する各種研修や交流

事業への参加を促進し、模範的な行動を顕彰することで誇りと自信を高

め、豊かな心と実践力の育成に努めて参ります。 

 

共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

 

生涯にわたる充実した学習機会の提供につきましては、市民の多様な

関心や社会の変化を踏まえ、内容や実施方法の工夫により、学習機会の

充実を図って参ります。講座の企画に当たりましては、学び直しへのニ

ーズを踏まえ、実施時期や開催方法の柔軟化など、参加しやすい環境づ

くりに努めて参ります。 

 

 ふるさと創生教育「だて学」につきましては、子どもから大人まで幅

広い世代が学びを通じて地域への理解と誇りを深められるよう、「オト
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ナのだて学」をはじめとする講座の展開を進めて参ります。 

 また、「市民講座」につきましては、市民ニーズを的確に捉えた内容

の充実を図るため、カルチャーセンターの指定管理者と連携し、生涯学

習の推進に取り組んで参ります。 

 

高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出につきましては、「長生大学｣

において、人生1 0 0年時代にあって、高齢者が自主的な学習活動を通し

て自らの教養を高め、社会的活動に参加する喜びと、生きがい意識を高

揚させ、健康で充実した日々を送ることを目的として運営して参ります｡ 

 

家庭・地域の教育力の向上につきましては、「放課後児童クラブ」に

おいて、共働き世帯などの留守家庭の児童に対し、児童の健全な育成を

図ることを目的として、適切な遊びと生活の場を与え、放課後の安全・

安心な居場所の確保を行い、運営して参ります。 

 

男女共同参画の推進につきましては、多様な生き方を認め合える社会

の実現に向けて、女性リーダー養成研修への参加者派遣や教養講演会等

を開催し、意識啓発を推進して参ります。 

 

図書館機能の充実につきましては、新たに整備する図書館の開館に向

けて、市民の多様な知的・文化的ニーズに応えるため、図書館サービス

の向上に取り組んで参ります。ＩＣタグシステムの導入により、蔵書管

理や貸出・返却業務の効率化を図ることで利用者の利便性を高め、図書

館業務の省力化とサービスの質的向上を目指して参ります。併せて、開

館日数の増や開館時間の延長に取り組むことで、仕事や学校などで日中

の利用が難しい方々にも利用しやすく、幅広い世代の市民にとって身近

な施設となるよう環境整備を進めて参ります。 

また、「伊達市立図書館運営基本方針」に基づき、図書館運営協力会
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と連携し、誰もが安心して過ごせる居心地の良い空間づくりを推進して

参ります。新図書館に整備する学習スペースや閲覧スペース等を活用し､

市民の生涯学習を支援するとともに、リカレント教育やリスキリングの

場としても活用できるよう学びの環境を充実させて参ります。 

更に、地域のボランティア団体や市内の市立・道立学校と連携し、読

み聞かせや読書イベント等の活動を通じて、子どもたちを中心に読書習

慣の定着を促進し、読解力や表現力の向上を図って参ります。 
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（３） 歴史・文化芸術 

 

 第三は、歴史・文化芸術についてであります。 

 

特色ある地域文化の推進 

 

文化芸術活動の振興につきましては、カルチャーセンターやだて歴史

文化ミュージアム等を活用し、施設の指定管理者や関係団体等と連携し

ながら、質の高い文化芸術の鑑賞機会を提供するとともに、児童生徒に

対しては、創造性や感性を育むため文化芸術鑑賞の機会を提供する「学

校芸術鑑賞事業」を実施して参ります。 

また、普及活動といたしまして、市民が日頃の稽古の成果を発表し、

作品を展示できる場として、伊達市文化協会との共催事業である「市民

総合文化祭」を開催するとともに、噴火湾文化研究所におきましては、

施設管理及び絵画教室事業の受託者と連携し、本市などが所有する美術

品の公開や絵画教室等を実施して参ります。 

カルチャーセンターは、市民の文化芸術活動や生涯学習の拠点である

ことから、「カルチャーセンター長寿命化計画」に基づき、大ホール舞

台調光設備及び大ホール・講堂客席照明改修事業を令和７年度から継続

して実施し、老朽化が進む建物、設備の改修や適切な維持管理により、

地域の文化芸術活動の拠点としての機能を確保するとともに、指定管理

者と連携を図り、運営の充実に努めて参ります。 

更に、伝統芸能・郷土芸能といたしまして、伊達市さんさ時雨保存会

や伊達市仙台神楽保存会をはじめとした関係団体と学校、地域等との連

携を強化することで、持続的な普及と伝承を図って参ります。 

 

歴史文化を活かしたまちづくりの推進 
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歴史文化資源の活用につきましては、本市は、世界文化遺産である 

「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産である北黄金貝塚に代表さ

れる遺跡が示すとおり、縄文時代以降、およそ１万年に渡り人々の営み

が連綿と続いてきた土地であり、アイヌ文化や仙台藩亘理伊達家の移住

による武家文化が融合した、稀有な歴史文化を背景として成り立つまち

であります。こうした郷土の特徴を市民が理解し、誇りを持てるような

取組を進めて参ります。 

 

北黄金貝塚につきましては、世界文化遺産への登録やインバウンドの

増加等により多様化した来訪者への対応と満足度向上のため、ガイダン

ス映像等のデジタルコンテンツの活用や解説板の更新等を行うとともに､

北海道や洞爺湖町をはじめとする関係自治体との連携により、周遊見学

の促進等、広域的な活用を図って参ります。 

また、引き続き、世界文化遺産としての価値の周知と教育資産として

の活用を推進するため、学校教育と連携し、「だて学」を通じて児童生

徒が北黄金貝塚について理解を深められるよう支援して参ります。 

 

有珠善光寺につきましては、北海道遺産「蝦夷三官寺」の一つとして､

三官寺が所在する厚岸町や様似町と連携して周遊見学の促進を図るとと

もに、子どもたちが地域の歴史文化への理解を深めることができるよう

な取組を進めて参ります。 

 

だて歴史文化ミュージアムにつきましては、特色あるまちの歴史文化

を俯瞰的に理解することができる施設として、多くの方に市内の文化財

を見学していただき、地域の歴史の文化的価値を伝えられるよう、展示

の工夫と充実を図って参ります。 

また、北黄金貝塚情報センターの冬期休館中は、だて歴史文化ミュー

ジアムの活用により、世界文化遺産の構成資産としてガイダンス機能を
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通年で確保し、幅広い来訪者が縄文文化への理解を深められるよう努め

て参ります。 

  

文化財の保護と適切な展示保管環境の維持につきましては、それぞれ

の文化財に適した維持管理を行うとともに、文化財保護意識の啓蒙のた

め、北黄金貝塚や有珠善光寺、旧伊達邸庭園等をはじめとする地域に点

在する文化財と市民をつなぐプラットフォームとして、だて歴史文化ミ

ュージアムにおける情報発信に努めて参ります。 

更に、市内の学校をはじめ周辺施設、指定管理者との連携を通して、

「学究の場」と「集い学び合える場」となるよう努め、教育や観光の促

進を目指して参ります。  
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（４） スポーツ 

 

 第四は、スポーツについてであります。  

 

豊かな心身を育むスポーツの振興 

 

少子高齢化の進行やライフスタイルの多様化が進む中、心身の健

康の保持増進や生活の質の向上に向け、スポーツが果たす役割は一

層重要性を増しております。年齢や体力、障がいの有無に関わらず､

誰もが身近にスポーツに親しむことができる環境を整えることは、

健康で活力ある地域社会の形成につながるものであります。 

本市におきましても、生涯を通じてスポーツ・レクリエーション

に親しむ機会の充実を図り、スポーツを通じた健康づくりや交流の

促進、更には地域への参画意識の醸成につながる取組を推進して参

ります。 

 

スポーツ活動の促進につきましては、子どもたちの健やかな体を育む

ため、学校、地域、家庭が一体となり、運動を楽しみながら体力を向上

させる機運を醸成していくことが必要であります。そのために、文化部

を含めた中学校部活動と「伊達スポーツクラブ“藍”｣による地域展開活

動をハイブリッド化させることにより、生徒の活動機会の充実を図って

参ります。この取組を通して、地域と学校が一体となってスポーツの振

興や学校の働き方改革の推進を図るとともに、事業体制の充実・改善を

進めながら、生徒がより多くの経験を積み、心身ともに健やかに成長で

きるよう取組を進めて参ります。 

 

スポーツ施設の整備・充実につきましては、総合体育館のＬＥＤ化や

まなびの里パークゴルフ場のコース修繕などを進めるほか、ニュースポ
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ーツを含めた生涯スポーツの取組の拡充を図るため、健康づくり事業や

スポーツ教室、各種大会の開催について、スポーツ施設の指定管理者が

ＮＰＯ法人伊達スポーツ協会や関係団体等と連携し、運営するよう支援

して参ります。 

更に、より多くの市民が総合体育館をはじめとするスポーツ施設を有

効に活用できるよう、施設の指定管理者が実践する自主事業を通じて、

市民への運動機会の提供とその充実を図って参ります。併せて、利用者

アンケートによる評価等を踏まえ、施設管理・運営の充実・改善を図っ

て参ります。 

また、北海道電力伊達火力発電所の休止に伴う「ほくでんスポーツ公

園」の管理・運営につきましては、今後も継続利用ができるよう、運営

方法の検討と関係先との協議を進めて参ります。 
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４ むすび 

 

 以上、令和８年度の教育行政に臨む基本的な考え方と主な施策の方向

性について申し述べて参りました。 

 

急速に進展するデジタル技術や生成ＡＩは、学びや社会の在り方を大

きく変えつつあります。一方で、こうした時代だからこそ、人と人との

関わりの中で育まれる思いやりや協働の力、自ら考え行動する姿勢がこ

れまで以上に重要となっております。多様な価値観を尊重し、社会の課

題を自分事として捉えながら、誰もが自分らしく幸せを実感できるウェ

ルビーイングの実現に向けた教育の役割は極めて大きいものであります｡ 

そのためには、他者と協働し、新たな価値を生み出しながら、地域や

社会の中で自らの力を発揮し、持続可能な地域社会の形成に貢献できる

人材の育成を、教育のあらゆる場面を通して進めていく必要があります｡ 

 

 伊達市教育委員会といたしましては、今後も学校教育と社会教育の連

続性を大切にし、学校、家庭、地域はもとより、関係機関や団体との連

携を一層深めながら、本市教育の更なる充実と発展に向け、着実に取り

組んで参ります。 

 

 市民並びに市議会議員の皆さまのご理解とご協力を引き続き賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。 


